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SEM and Gross Study on the Lingual Surface of the Red 

Kangaroo, Macropus rufus 
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The dorsal lingual surfaces of the newborn and adult kangaroos were examined by gross anatomical and scanning electron 

microscopy (SEM) . Filiform, fungiform and vallate papillae were observed. On the posterior region of the adult lingual body, the 

filiforrn papillae of two types observed. Type 1 had a hair-like shape. Type 2 had a cylindrical shape and was thicker than the fili- 

form papillae of type 1. The filiform papillae in the newborn had a conical shape. The fungiform papillae were present rounded 

bodies, and more densely distributed on neighborhood of the lingual margin. There were 3 in newborn and adult vallate papillae 

on posterior region of the lingual bodies. No foliate papillae were clear on the dorsal surface in both stages. Openings of the glan- 

dular ducts on the posterolateral region were found. The rudiments of fungiform papillae and vallate papillae showed earlier de- 

velopment than those of the filiforrn papillae. 

Acta Sch Med Univ Gifu 52 : 30-35 (2004) 

Key words : Kangaroo, tongue, lingual papilla, SEM 



江村ほか：カンガルーの舌乳頭  31   

を呈し，前1／2の舌には舌正中溝が見られた（Fig．1）。  

また，後1／3の舌体の表面は毛状を呈し，大型草食獣に  

おいて観察される大型の円錐およびレンズ乳頭は見られ  

なかった（Fig．1）。さらに，舌体と舌根との境界いわ  

ゆる分界溝は見られなかった。Fig．1のa部位の糸状乳  

頭は，成獣では先端が尖った円錐状を示し，嚢子では突  

起を示さず鱗状を呈した（Fig．2，3）。しかし，茸状  

乳頭はともに大型でドーム状を呈し舌尖の辺綾部近くに  

集中して観察された（Fig．2，3）。Fig．1のb部位の糸  

状乳頭は，成獣では2種類の乳頭が混在して観察さ  

れ，1つは細い毛状を呈し，もう1つはそれより数倍太  

く，棒状を呈した。嚢子では先端が円く，長さの短い1  

種類の乳頭のみが観察された（Fig．4，5）。Fig．1のc  

部位の有郭乳頭は，嚢子，成獣ともにドーナツの中心に  

ドーム状構造物を入れた形態を呈し，成獣では嚢子に比  
べドー ナツの表面に多くの突起が観察された（Fig．  

6，7）。なお，嚢子，成獣とも有郭乳頭の数は3個で  

あった（未掲載）。Fig．1のd部位に嚢子，成獣ともに  

分泌腺の開口部が観察された（Fig．8，9）。  

Fig．2 Adultkangaroo．ScanningareaOfainFig・1・  

Asterisks；fungifbrmPaPillae．Amow；Showing adirec－  

tionofthelingualtip．  

Fig．1 GrossanatOmical負ndingsinnewbornandadult  

kangaroos．Dorsalsurfacesofthetongues・a，b，Candd  

ShowthepartspreparedforSEMobservations・Arrow；  

Vallatepapilla・Asterisk；neWborn  

Fig．3 Newbornkangaroo．ScanningareaOfsamepart  

as ain Fig．1．Asterisks；fungiform papillae．Arrow；  

Showingadirectionofthelingualtip・  
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考  察  

偶蹄目のタイワンカモシか），ニホンカモシが），ブラッ  

クバック6），ボンゴ7），バーバリーシープ） ，プロングホー  

ン9）では，舌背部の中央より後方に舌隆起が存在し，丈  

夫で巨大な乳頭が観察されている。一方，食肉目のネ  
コ10） ，イヌ11），ハイイロマングース12），ニホンイタデ3），  

ラッコ14） ヤプイヌ15），ハクビシン16） 
， 

，カリフォルニア  

アシカ17） ，キタオットセイ18），ヒョウとツキノワグマ19）  

では，一般に舌隆起はなく糸状乳頭は舌根に向かうにし  

たがって大型になる。本研究に使用した有袋目のアカカ  

ンガルーでは，これまでに報告のある偶蹄目の動物とは  

異なり大型の円錐およびレンズ乳頭は観察されなかっ  

た。また，アカカンガルー舌後方の糸状乳頭は食肉目の  

ような円錐状ではなく毛状を呈し，ロバ20）およびクロサ  

イ21）においてすでに報告されている。   

本研究において嚢子および成獣の舌尖辺綾部近くに大  

型の茸状乳頭が密に観察された。舌尖辺綾部における大  

型の乳頭は新生子のラッコ14）において長い糸状乳頭およ  

び茸状乳頭として報告されている。また，同様に新生子  

のヒョウとツキノワグマ19），ライオン22）の報告があり，  

これらの突起は子犬23）において知られている辺練乳頭と  

考えられが，アカカンガルーでは，辺綾部よりやや内側  

に位置し辺緑乳頭ではない。同じ有袋目のオポッサム1）  

では，茸状乳頭は小型で数も少なく舌尖よりむしろ古体  

に見られ，コアラ2）では舌の前方にまばらに観察されて  

いる。   

有郭乳頭の数は動物によりさまざまであり，今回観察  

したアカカンガルーのようにⅤ字形に3個見られる動物  

には，シマリス飢），コモンツパイ25），ムササビ26），コウ  

モリ27）諮），2種類のサル29）が知られている。なお，3種  

類のカンガルー3），オポッサム1）およびコアラ2）も3個観  

察されている。個数と同様，有郭乳頭の形態も動物によ  

り様々であり，バーバリーシー プ8）のように簡単なドー  

ム状構造のものから，ヤプイヌ15）のように表面に円錐状  

の突起を有する複雑なものまで存在する。アカカンガ  

ルーの場合，嚢子ではドーナツの中心にドーム状構造物  

を入れた比較的簡単な形態を示したが，成獣ではドーナ  

ツの表面に多くの突起が存在し複雑な構造を呈した。   

一般的に，葉状乳頭は舌の舌根部外側において縦の溝  

として観察され，ラット30），ムササビ26），ミケリス31），  

ヌートリア32）などの審歯目において良く発達しており，  

食肉目では発達が悪いか観察されていない13）17）18）22） 。オ  

ポッサム1）では，多くの葉状乳頭を有する動物において  

観察される後方外側に観察されず，その場所に多くの指  

状突起の存在が報告されている。3種のカンガルーを観  

察したKubota efαJ．3）は，後方外側にひだ状の構造物を  

観察し，そこに分泌腺の開口部の存在を報告している。  

今回のアカカンガルーにおいても典型的な縦の溝として  

の葉状乳頭は見られなかったが，成獣において数本の浅  

い溝が観察され，溝と溝の間に分泌晩の開口部が存在し   

Fig．8 Adultkangaroo．ScanmingareaofdinFig．1．  

Arrow；OPenlngOftheglandularduct．  

Fig．9 Newbornkangar00．ScanningareaOfsamepart  

asdinFig．1．Arrows；OPenlngOftheglandularduct・  
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た。  

Iwasab gfαJ．30）は，ラットの舌乳頭を胎生期から生後  

にかけて観察し，茸状乳頭および有郭乳頭は糸状乳頭よ  

りは発育が早いことを報告している。また，江村ほか18）32）  

はヌートリアおよびキタオットセイにおいて円錐乳頭の  

発育は茸状乳頭および有郭乳頭より遅いと報告してい  

る。また，ライオン22）においても糸状乳頭の発育は茸状  

乳頭および有郭乳頭より遅いとの報告がある。これは，  

味菅を持つ乳頭の方が持たない乳頭より形態的に早期に  

完成することを示唆するものである。  

結  

嚢子および成獣アカカンガルー〟αC7叩〟∫rゆ∫舌表面  

を肉眼的および走査型電子顕微鏡で観察した。両ステー  

ジともアカカンガルーの舌の先端は円錐状を呈し，舌背  

側面には糸状乳頭，茸状乳頭および有郭乳頭が観察され  

た。糸状乳頭は舌表面全域に見られ，成獣において舌尖  

の糸状乳頭が円錐状を呈するのに対し，後1／2の糸状乳  

頭は毛状を示した。嚢子の糸状乳頭は形態的に未発達で，  

その先端部は円錐状で長さが短く，成獣のような毛状を  

示さなかった。茸状乳頭は，舌体においてはほとんど観  

察されず舌尖辺綾部近くにおいて密であった。有郭乳頭  

は嚢子，成獣とも舌体後方に各3個観察された。さらに，  

糸状乳頭の発育は茸状乳頭および有郭乳頭に比し遅かっ  

た。なお，葉状乳頭は嚢子，成獣ともに明確でなかった。  
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